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B北 方広葉樹天然林地帯にお ける森林施業

柿 原 道 喜 ・ 今 田 盛 生

1交 互区画皆伐作業法2e年 間の実行結果

交互区画皆伐作業法は,地 形が複雑で気象条件の不利な山地における粗悪林分の林分改良作業

の～方法として,北 海道地方演習林の中部地区,約1,eeghaを 対象 として実施されている作業

法であるQそ の内容は,改 良期40年,輪 伐期80年 とし,前 半の40年 で林相改良(林 種転換)

を完了,199年 後に輪伐期80年 の施業法が採用で養る林分に誘導することを基本構想とし,

将来 は,林 木社会の理想とする単木施業へ と誘導することを最終 目標 として昭和27年 より開始

され,本 年度をもって,改 良期の前半2e年 が終了 したoそ こで,第5次 編成経営案業務の一一一9ig

を兼ねて,20年 間の実行結果のとりまとめを行なった。その詳細は,別 に報告の予定であるの

で省略する。

Hカ ラマツ林の施業試験

本地帯の主要林業であるカラマツ林業について,施 業体系を弱らかにするために次の事項を実

施した。

で.収穫試験林の設定

立木密度を異にした場合の,赫 木構成の推移,生 長経過などを把握するための試験林の設定を

行なったo本 試験林は,前 年度までに設定 してあレたものを間伐 して立木密度を調節 した ものと,

赫規に設定 した屯のよりなり9プ ロツトあるo林 令は,い ずれ もa4年 で,周 囲密度 と樹幹形,

生長量の関係を把握する試験 亀かねているo

立木密度は,カラマツ ー般密度管理図に示す収量比数を用い,収 量比数が,O.85,a80,

O.75,0.7fi,e,65,0.60・O,55,0.50に なるよう立木密度を調節するととも1(,上

層間伐 を実施 した場合の試験区 も設けてある・本試験林の概要をと参慶とめた結果は,表 一 肇の

とおりであるQ

、2.施i契 技術上の基碇資料の駅集

(1)立 木の樹幹形は,立 木密度によって異なb・ その結果,立 木密度が大で樹幹が完満になれ

ば・利用材積 亀大 きくたることが知られている。 しか し・鴛冠の うつ閉後ま亀ない幼令林では,

この傾向があるか どうか不明てあるので,刀 ラマツ幼令林の閃伐木を対象 として立木密度の相追

と利用材積の関孫について検討 してみた。併せて,最 近実施されている列樽 §伐実行上の畷 料

とするため・定性間伐 と列状間伐とでは,利 用材積がどのように異なるか検討してみた。その結



表一1収 穫試験林の とりまと め4年 生)

果,次 の事項 が認 め られ た。

間伐適期 に達 した カラマ ツの樹幹形 は,立 木密度が高い 屯のほ ど完満に なることは認 め られる

が,そ れは,利 用材積 に影響 を翁 よぼすほ どの ものでは ない。そのため,利 用材積は,立 木 密度

の違 いに よって異 なる こと歓な く,利 用材積式 としては,立 木密度に関係 な く10g(v×lo5)

篇 一1.6422十5.0119・ ユOgD(た だ し,Vは 利 用材積,Dは 胸高直径)で 示される。

定性 間伐を行 なった場合 は,小 径木が主 に伐 られ るた め,本 数間伐率が同 じで あれば,列 状 問

伐に くらべ材積間伐 率は小 さ くな り,そ の結果,定 性悶伐 に対す る列状間伐 の間伐 材積比 は

0.64～O,78,利 ∫嗣イ職jl二はO.52A・O.72と い うよ うに生産量 庵少 な くなるoま た,材 積 問

伐率,間伐 材嶺 比,利 用材積比 いず れ も立木密度が高 くなるほ ど小さ くをるoなお,本 研究の 詳

績 は,第20回 賛本林学会北海道支部会 にて発表 した。

②カラマツ の植栽密度 を決定す る一っの こころみ として,初 期間伐 の採算性 に焦点 を しぼ り

検討 した。

懐ず,次 の ような条件,す なわ ち

イ 間伐時期 は,カ ラマッー般密度管理図に示す収量比数がO.80ぐ らいの時点 とし,こ の と

きを 竜って閥 伐鶉始林令 とす る。 ・

m植 栽密度 は,ha当 り2,500本,2,250本,2,000本,1,750本,1,500本 の5

段 階 とす るo

ハ 林令の増加 にと屯な う成立本数の減少は,本 数残 存率式,す なわち



かな りの本数減の ある現実林 分では

■ogY==2-0.01033・t

た だ し,Yは 本数 残存率,七 は林令

被害を最小 限度 に くい とめた 目標林分 では

logY=2-0.00286、t

よ り求 める。

二 地位別 の樹高 は,拡 大造林のカラマツ 林 を主対象 と して調製 され た収穫予想表 よ り求める。

を設定 し,間 伐時 の林令,ha当IP本 数,平 均 直径 を,カ ラマツー般密度管理 図 より求めてみた。

そ の結果,目 標林分で はha当 り1,500本,現 実林分では,地 位が よい ときは1,800本 ～

2,000本,地 位の悪い ところでは2,000本 となった。

カラマ ツ林 の施業法について

これまでに収集 した多 くの資料 を用いて,北 海道地方に爵ひけ るカラマ ツ林 の施業法 について総

括的検討を行 な.た 。その主要事項 は次 の とお りで ある。

1,北 海道地方 におけるカラマツ 造林 の圧二史

2.カ ラマ ツ林業 の現 状

5.成 林状況の検討

4.既 往 の施業技術

5.当 面す る施業上 の諸問題

6.将 来の施業

次年度 も引 き続 き行 ない,そ れ らを と9ま とめて別に報告す る予定 である。

置 ドイツ トー ヒの枝打,間 伐試験

立木密度のかわ りに周囲密庄を とりあげ,周 囲密皮 と生長量 のε1;係を版打 の反台 とし1連させ て

検討す る試験地 を,1林 班18年 生 ドイ ソ トー ヒ迄林地 に設定,「7年 圧 設定 のモ人験地 と併せ て,

試 験地設 定を完 了 した"試 験方法 は鉾 年度 と同様て あり,訊 験地 設定状況 を とり会 とめた結県 に,

表 一2の と齢 りで ある。



表一2試 験木 とりまとめ表


